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7月27日～29日に実施される「事業仕分け」のスケジュー

ルが発表されました。 今回も各日２班で、昨年は1時

間しかないと不評だった検討時間を延長し、各班1日に

2～3件を評価しますす。

コーディネーターの進行により、4～5名の有識者

（大学教員、企業経営者等）が議論を行い、無作為抽

出の市民判定員20名が、廃止・撤退、民営化、見直し、

継続の4区分により判定。市民判定員は全部で120名（1

班20名×2班×3日）です。

対象事業は当初15事業が選定されましたが、河村市

長は突然、仕分け対象から「なごや教師養成塾」を外

しました。教育委員会が2017年度以降に事業を廃止す

る方針を固めたから、としています。

恣意的な事業仕分けはやめるべき
日本共産党は2009年度予算の審議で、「経験豊かな

臨時教員の採用に消極的な一方、青田買いと批判され

るなごや教師養成塾をすすめる」ことに反対していま

す。事業の見直しは当然です。ところが、議会での自・

公・民などの議員が「養成塾は必要だ、仕分けの対象

から外せ」、と大合唱。聖域なく行財政改革を行うと

事業仕分けを推進しながら、自分たちに都合の悪い事

業は外せというのです。

大型公共事業などを対象にせず、市民生活に密着し

た分野の事業ばかりが狙い撃ちされています。こんな

事業仕分けそのものが問題です。

対象事業及びスケジュール

日 時
Ａグループ Ｂグループ

本庁舎5階 正庁 東庁舎5階 大会議室

27日
(金)

9:00～ ポンプ所維持 （9:15～）
子ども・子育て支援センター

11:00～ 市営大須駐車場

28日
(土)

10:00～ 鳴海プール
広報なごや、テレビ広報、新聞等広告、ラジオ広報

公式ウェブサイトの管理運営

13:00～ 公園維持管理 シルバー人材センター事業への補助

29日
(日)

10:00～
環境学習センター 市民ギャラリー矢田

リサイクル推進センター 市政資料館（展示室）

13:00～ 工業研究所 衛生研究所

傍聴は各班、先着50名です。インターネットの中継が当日のみ見られます（録画なし）。

コーディネーター

井澤 知旦

名古屋学院大学経済学部 教授

加藤 栄司

一般社団法人 地域問題研究所

主席研究員

有識者

伊藤 恭彦 名古屋市立大学大学院人間文化研究科 教授

久須 本かおり 愛知大学大学院法務研究科 教授

黒田 達朗 名古屋大学大学院環境学研究科 教授

後藤 澄江 日本福祉大学社会福祉学部 教授

志水 暎子 名古屋経営短期大学健康福祉学科 教授

西山 八重子 金城学院大学現代文化学部 教授

二宮 善彦 中部大学工学部 教授

藤澤 敏治 名古屋大学大学院工学研究科 教授

加藤 靖慶 株式会社総合経営センター 代表取締役

九鬼 綾子 ミックインターナショナル株式会社 代表取締役

櫻林 正己 弁護士

服部 千鶴 弁護士

大島 嘉秋 公認会計士


